
  

 

 

 

 

６月 29日（月）佐世保空襲の日 平和集会  

81年前のこの日。佐世保市にとっては平和や命の尊さを感じる大切な日です。朝から２階の多

目的室で、田口先生から佐世保空襲や平和について、お話をいただきました。太平洋戦争末期の

1945年６月 28日の夜から 29日の朝にかけ、佐世保市を襲った大規模な空襲。この１２００人

以上の犠牲者を出した佐世保空襲から、81年を迎えました。命の大切さや平和の尊さを語ってい

ますが、世界では戦争や紛争は依然なくなることはなく、テレビでは心が痛むような映像を見るこ

ともしばしばです。こうした戦争や紛争は第二次世界大戦後、現在最も多いとされています。平和

な時代に生まれた多くの私たち日本人にとって、戦争は身近なことではないかもしれません。しか

し今、世界には核兵器が存在していますし、戦争で苦しんでいる人たちも大勢います。平和な世界

が続くために、何ができるか、どうしたらよいのか、ぜひご家庭でも平和を考えることを話題にし

ていただきたいと思います。 

また、８月９日（日）は県民祈りの日です。長崎に原子爆弾が投下された日です。今年は日曜日

ですが、佐世保市ではこの日を登校日として、平和について学んだり考えたりすることとしていま

す。日曜日ではございますが、登校日につきましてご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

避難所として 

６月後半は大雨による臨時休業としてお休みがあったり、学校では避難所の開設をしたりなど、

心配な日々がありました。教頭先生は雨雲レーダーや気象情報をこまめに見ながら、子どもたちの

安全を考え、登下校の注意などを安心安全メールで配信をしておりました。学校や子どもたちには

心配なことはありませんでしたが、地域では倒木などのご連絡をいただくことがございました。 

本校では、多くの子どもたちが保護者の方の送迎で安全に登下校することができました。そのこと

に感謝いたしますとともに、学校の安全をしっかり守るため、学校の安全点検や敷地内の樹木の点

検などを実施しています。また、不安な点等ございましたら、情報をいただけると助かります。 

 

 また、本校の校舎は避難所として使われることから、避難される方のために、体育館に空調設備

が設置されます。すでに HP でもお知らせしていますが、工事が行われるため、８月の一か月間、

体育館の使用ができなくなります。利用団体の皆様並びに学校付近にお住いの地域の皆様には、工

事車両の出入り等でご不便をおかけいたしますが、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

７月に入りました 

あと１０日余りで夏休みです。天気があまりよくない日が続きましたが、学校では気温が高い日

が続きます。とくに湿気を感じるときは、なんとなく体が重たく感じ、後期課程の生徒はテストの

実施（6/29～7/2）もあり、疲れがみられました。一方、前期課程の子どもたちは元気いっぱい

で、ちょっと時間があると外で元気に遊ぶ姿が見られます。これから本格的な暑さを迎えます。 

タオルの持参やお茶を多めに持たせるなど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 さて、学校では今年度、九州地区へき地・小規模校教育研究大会が佐世保市と松浦市を会場に行

われるにあたり、１０月３０日（金）は県内や九州各県から多くの方が本校にもおいでになります。 

本校の職員による校内研修のテーマは、「対話を通して相互に高め合う授業の構築～主体的な深い

学びの構築を目指して～」。今年は前期課程・後期課程とも、それぞれの発達段階に合わせ、子ど

もたちがら見出した課題の解決に向けて、総合的な学習の時間に「探求学習」に取り組んでいます。 
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 前期課程では、二本松海水浴場をきれいにしたいとして、海洋ご

みを調査してごみの内容を調べながら、ごみをなくす活動を考えて

いるようです。「鳴き砂がある貴重な砂浜」として、「看板を作る」、

「リーフレットを作って配る」などの意見があります。どうすれば

町内外の方に伝わるか、いろいろ考えながら学習を進めています。 

 

 後期課程では、自分たちが住んでいる「浅子町」の歴史と変遷を

調べ、町内に若い人が減少していることや、行事の規模が縮小していることを課題として捉えてい

ます。「自分たちで地域を盛り上げる活動ができないか」と、個人でそれぞれ考えたことをプレゼ

ンテーションしました。現在、冬に行われているイルミネーションのお手伝いやキャンドルナイト

ができないか、考えているようです。実際にキャンドルを試作して頑張っています。写真は計画と

キャンドル試作の様子です。 

  

 他にも、相手の意をくみ取った対話のスキルを磨くため、後期課程ではアサーショントレーニン

グを始めました。アサーションは「相手の気持ちをしっかり考えながら、自分の気持ちや考え、信

念を、その場にふさわしい方法で表現する」方法です。集団の中で活動するうえで大切な力であり、

学校を卒業して社会で働くようになってからも、身に付けるといい財産になると思います。まだ始

めたばかりですが、少しずつ言葉が優しくなってきているようです。 

 

７月８日（水） シーカヤック体験（小佐々海洋センター） 

 昨年もお世話になりましたが、自然体験活動の一つとして前期課程ではシーカヤックの体験に行

きました。昨年、オールを使って上手にこぐことができず、先生からロープで引っ張ってもらった

人、先生と２人乗りのカヤックに乗っていた人も、今年は自分で漕げるようになっていたり、２人

乗りのカヤックでも少しずつ自分で漕ぐようになったりした人もいます。昨年の体験の様子とは違

う姿を見せてくれました。まだ日差しがきつくなかったので、ちょうどよい気温でした。シーカヤ

ックの後はお弁当。これもこの日の大きな楽しみだったようでした。 

 

 

二本松海水浴場の鳴き砂に触れる 

お知らせ 

７月４日（土）少年の主張弁論大会は延期となっています。詳細が分かり次第お知らせいたします。 


